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アベノミクスは、国内経済が、その独⾃経済圏において⾃⼰を有する過去から、完全にグロ
ーバリズムに組み込まれる結果を与えた。これらは完全な国内の独⾃社会とシステムの崩
壊と転換がなされているのである。 
 
⽇本は独⾃システムを、明治政府の樹⽴から⾏なったものである。それらは完全にグローバ
ルスタンダードに対峙し、既存現実の完全な転換がなされているのである。 
 
これらは経済戦争における敗戦は完全なものであり、通貨価値に如実に現れるものである。 
 
⼀つ留意すべきは、それらグローバル環境への融合は、アジア諸国が⽇本へ新たなアクセス
を与えていることである。 
 
これらは、アメリカへの⼀辺倒な従属という他⽅の現実に対して、アジア諸国が新たな⾃⼰
プレゼンスをその時代変化とともに有することに対して、⽇本の社会と現実への価値を明
確に求めていることを理解すべきである。 
 
これらは世界における新しい資本の潮流を理解するとき、資本が集中する地域が未来を担
うことは過去から同じなのである。 
 
これが、資本が新しい現実を⽣むこという真実なのである。これら資本の移動が、通貨価値
の決定を与えるのである。 
 
これは資本の動きが、未来の予測を与えることの真実のである。資本は確実な安定において
その移動を得るのである。 
 
また世界の先端知的集積産業は、唯⼀市場を牽引する正しい基準なのである。 
 
これらは経済の実像であり、正しい判断は唯⼀未来を可能とする選択なのである。 
 
 


